
◎開館時間／9時30分～17時（入館は16時30分まで） ◎休館日／毎週月曜日（ただし、4月30日は開館） ◎主催／復興祈念－東大寺展実行委員会（東北歴史博物館・
河北新報社・仙台放送・日本経済新聞社・多賀城市） ◎共催／宮城県、多賀城市教育委員会、NHK仙台放送局 ◎特別協力／華厳宗大本山東大寺 ◎学術協力／
奈良国立博物館 ◎特別協賛／清水建設、杜の都信用金庫 ◎協賛／岡村印刷工業、東北電力 ◎協力／鶴岡八幡宮、瑞巌寺、 志波彦神社鹽竈神社、JR東日本
仙台支社、あいおいニッセイ同和損保、大光電機、ニコンイメージングジャパン ◎後援／文化庁、奈良県、奈良県教育委員会、奈良市、太宰府市、涌谷町、
東北経済連合会、東北観光推進機構、東北市長会、宮城県市長会、福島テレビ、岩手めんこいテレビ、さくらんぼテレビ  

【JR線をご利用の場合】
●JR東北本線「国府多賀城駅」下車すぐ（仙台駅から14分）
●JR仙石線「多賀城駅」下車、徒歩約25分、またはタクシー約10分
※JR仙石線「多賀城駅」から臨時バスあり（約 60分おきに運行。
　1人 200 円、会期中の土日祝日と 6月 16 日～24 日のみ）
【お車をご利用の場合】
●三陸自動車道「多賀城 I.C」から約5分
●国道4号線苦竹インターから国道45号線を
　塩釜方向に8km（約25分）
※無料駐車場あり
【東京方面からご来場の場合】
●JR東北新幹線で仙台駅へ（東京駅から約 1時間 30 分）
　JR東北本線に乗り換え、
　「国府多賀城駅」下車すぐ（仙台駅から 14分）
〈問い合わせ〉東北歴史博物館　Tel.022-368-0106
    宮城県多賀城市高崎 1-22-1

当日

1,500 円 1,300 円 1,400 円

前売 団体

1,300 円 1,200 円シルバー（65歳以上）

　　　一般 　　　一般

（20名以上） 当日

700 円 500 円

300 円

前売

小・中・高校生

一般

第一次販売

1,600 円

第二次販売

1,800 円

第三次販売

2,000 円

交通アクセス

「東大寺と東北」展 「東大寺と東北」展・「花の襖絵」展 共通セット券「花の襖絵」展

※｢東大寺と東北」展の前売券販売期間は、2月1日（木）～4月27日（金）。｢花の襖絵」展の前売券販売期間は、2月1日（木）～4月6日（金）。
※観覧チケットは、セブンチケット、ローソンチケット、チケットぴあ、イープラス、藤崎、仙台三越、日専連カスタマーセンター（アエルビル９F）、ニッセンレン・テラス セルバ店、 イオン仙台店、イオン仙台中山店、
　イオン仙台幸町店、  イオン利府店、イオン富谷店、イオン名取店、イオン多賀城店、イオン石巻店、みやぎ生協共同購入部、河北新報販売店ほかで販売 。（共通セット券は、セブンチケット、ローソンチケット、
　チケットぴあ、イープラスのみで販売。みやぎ生協共同購入部では、「東大寺と東北」展のみ販売）
※「東大寺と東北」展の観覧チケットおよび共通セット券で、 東北歴史博物館の常設展もご覧いただけます。年齢が確認できる身分証明書（免許証・保険証、学生証等）を会場でご呈示いただく場合がございます。

観覧料（税込）

みうらじゅん氏 いとうせいこう氏

◆「仏像大使」トークショー
日時：4月28日（土）13時30分～15時
出演：イラストレーター  みうらじゅん氏
　　　作家・クリエーター  いとうせいこう氏
会場：多賀城市文化センター　市民会館小ホール
　　  （多賀城市中央 2-27-1）
定員：450 名　参加費：3,000円（税込、展覧会鑑賞券付き）
※ローソンチケットで参加チケットを購入ください。
　販売期間は、2月1日（木）～4月27日（金）。

　本展の仏像大使に就任したお二人は、展覧会オリジナルグッズの開発や
　音声ガイドの出演などの活動を予定しています。

◆講演会
❶「重源上人模刻像制作秘話」
日時：4月28日（土）10時30分～12時
講師：華厳宗管長・第 222 世東大寺別当　狹川 普文師
         彫刻家　三輪 途道氏、 日本画家　篠崎 悠美子氏
❷「鎮護国家と東大寺」
日時：5月13日（日）13時30分～15時
講師：東北大学大学院准教授　堀 裕氏
❸「東大寺の彫像  -鎌倉復興期の作例を中心に-」
日時：5月27日（日）13時30分～15時
講師：奈良国立博物館　上席研究員 岩田 茂樹氏
❹「写真家から見た東大寺の魅力」
日時：6月3日（日）13時30分～15時
講師：写真家　三好 和義氏
❺「貞観地震と東北の復興」
日時：6月17 日（日）13時30分～15時
講師：東北学院大学教授　佐川 正敏氏
※講演会会場・定員・参加方法等
会場：東北歴史博物館  講堂
定員：280 名　参加費：無料、当日先着順（ただし、本展の観覧券が必要）

◆学芸員による展示解説
日時：会期中の毎週水曜日　13時30分～ 14 時30分
講師：東北歴史博物館　学芸員
会場：東北歴史博物館　講堂
定員：280 名　参加費：無料、当日先着順（ただし、本展の観覧券が必要）

◆写経体験 
日時：4月28日（土）、5月20日（日）、6月9日（土） 13 時 30 分～ 15 時
協力：華厳宗大本山東大寺
会場：東北歴史博物館　研修室
定員：40 名　参加費：有料 1,500円（税込、東大寺監修・写経セット実費代）
         当日先着順（ただし、高校生以上対象で本展の観覧券が必要）

◆砂金採り体験
日時：5月12日（土）、5月19日（土）、5月26日（土）　
　　　10 時～、11 時～、13 時 30 分～、14 時 30 分～（所要時間 30 分）
会場：東北歴史博物館　北側広場
定員：各回 40 名　
参加費：無料、当日先着順（ただし、小学生のみ対象で本展の観覧券が必要）

◆「多賀・光の多面体」～古代と現代を結ぶオペラティックナイト
日時：5月4日（金・祝）、5月5日（土・祝）　18 時 30 分～ 20 時 30 分
内容：光のアート・歌・舞・劇を融合し、「もののあはれ」の世界観を
　　　表現する舞台公演。出演は能楽師 津村禮次郎氏ほか
会場：東北歴史博物館　水上ステージ前
参加費：無料（ただし、本展の観覧券が必要）
※当日は 21 時30分まで展覧会をご観覧いただけます。

◆奈良と東北の子どもたち交流コンサート
日時：6月10日（日） 13 時 30 分～ 15 時
内容：広がれ復興の輪。岩手・宮城・福島・奈良の子どもたちが、
　　　東北と奈良のわらべ歌を歌います。
会場：東北歴史博物館　講堂
定員：280 名　参加費：無料、当日先着順（ただし、本展の観覧券が必要）

◆物産展（地元の名産品・土産販売）
日時：会期中の毎週土・日曜日、祝日
会場：東北歴史博物館　森のピロティ（南側）

（左）小泉淳作画　東大寺本坊襖絵「本坊の桜」　
（中）杉本健𠮷画「大仏殿」　
（右）榊莫山画「大仏殿」　  ※いずれも東大寺蔵

関連イベント

関連行事「東日本大震災物故者慰霊と被災地復興への祈り」
日時：5月19日（土）
会場：瑞巌寺（宮城県宮城郡松島町松島町内91）
主催：華厳宗大本山東大寺、鶴岡八幡宮

同時開催「東大寺・奈良を彩る花の襖絵展」

日　時：4月7日（土）～5月27日（日）
　　　  10時～ 17 時（入館は 16 時30分まで）
休館日：毎週火曜日
会　場：ＴＦＵギャラリーミニモリ
　　　  【東北福祉大学仙台駅東口キャンパス】（宮城県仙台市宮城野区榴岡2-5-26）

音声ガイド

多賀城市出身の俳優「千葉雄大」さんがスペシャル
ナビゲーターを務めるほか、仏像大使のお二人も
特別出演。東大寺の復興の歴史や
東北との関わり、作品の見どころ
などをわかりやすく解説します。
解説時間＝約30分
貸出料金＝520円（税込）

600 円 500 円小・中・高校生

展覧会公式サイト

 h t t p : / / t o d a i j i . e x h n . j p /   
※イベントの詳細など最新情報を随時ご案内します。

第一次販売期間：2月1日（木）～　4月6日（金）
第二次販売期間：4月7日（土）～　4月27日（金）
第三次販売期間：4月28 日（土）～　5月26 日（土）

千葉雄大さん

2010 年に光明皇后 1250 年御遠忌法要を記念して、故小泉淳作画伯が東大寺に
奉納した本坊襖絵40面のうち、「蓮」や「桜」を描いた32面を展示。
盧舎那大仏を教主とする華厳経の世界観にも通じ、生命感にあふれた襖絵を
紹介します。また、杉本健𠮷・須田剋太・榊莫山・三好和義ら著名な書家・画家・
写真家による東大寺の境内画・写真もあわせて展示します。
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）年
に
行
わ
れ
た
大
仏
開
眼
供
養
会
の
様
子
を
描
く
。

公
慶
上
人
が
全
国
を
巡
っ
て
勧
進
を

行
っ
た
際
に
宝
物
を
持
ち
込
ん
だ
と

の
記
録
が
あ
り
、
大
仏
の
大
き
さ
を

伝
え
る
た
め
に
用
い
ら
れ
た
と
見
ら

れ
て
い
る
。

毎
年
4
月
8
日
に
行
わ
れ
る
釈
迦
の
誕
生
を
祝
う
花
祭

り（
灌
仏
会
）に
用
い
ら
れ
て
い
た
誕
生
仏
。
天
平
勝

宝
４（
７
５
２
）年
の
大
仏
開
眼
会
頃
の
造
像
。

治
承
4（
1
1
8
0
）年
の
兵
火
に
よ
っ
て
、
東
大
寺
は
大
仏
と

大
仏
殿
を
は
じ
め
中
心
伽
藍
を
焼
失
。
そ
の
復
興
に
尽
力
し
た
、

大
勧
進
重
源
上
人
の
晩
年
の
姿
を
あ
ら
わ
す
。

重
源
上
人
と
の
交
流
か
ら
、
鎌
倉
期
の
東
大
寺
復
興
の
造
仏
に
活
躍
し
た

仏
師
快
慶
の
円
熟
期
の
名
作
。

永
遠
と
も
思
わ
れ
る
長
い
間
、
思
惟
を
こ
ら
し
て
修
行
を

し
た
結
果
、
髪
の
毛
が
伸
び
て
螺
髪
を
積
み
重
ね
た
姿
と

な
っ
た
。
重
源
上
人
が
宋
か
ら
請
来
し
た
と
さ
れ
る
。

東大寺と東北のつながり
　東大寺の大仏は、天平17（745）
年に造立が開始され、天平勝宝元
（749）年10月に鋳造が完成しまし
た。当初は大仏を黄金色に彩る
のに必要な金が確保されていま
せんでしたが、天平 21（749）年
2月、陸奥国小田郡（現在の宮城県）
で、金が産出。黄金900両（約12.6kg）
が献上され、大仏の鍍金に用いら
れました。
　鎌倉の復興時には、平泉藤原
氏が砂金を献上しました。江戸
の復興の際には公慶上人が東北
まで勧進して協力を依頼。大仏
内部の木組で造り、寄進者に与
えたとされる仏像が東北地方に
伝えられています。
　現代においても、昭和48年から
40年以上にわたり、修二会と呼ば
れる除災招福を祈る法会で着用
される紙衣に、宮城県の白石和紙
が用いられるなど、東大寺と東
北には奈良時代から今日に至るま
で深いつながりが認められます。
本展ではこうした
関連資料や宝物も
展示します。

Todaiji and Tohoku :


